
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

ha ha

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

1.97ｈａ

0ｈａ

（備考）

14.90ｈａ

8.29ｈａ

4.3ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計

対象地区名（地区内集落名）市町村名

玉東町

2.26ｈａ

直近の更新年月日

令和3年3月5日

作成年月日

　中心経営体に位置付ける11経営体のうち、稲佐集落に居住する経営体は3経営体で過半以上が他集落から入
作を行う経営体となっている。集落内の農業後継者が不足するなか、土地持ち非農家は増えている状況である。
また、家庭菜園を作りたくてもイノシシ等の被害があるので意欲が削がれると声も聞かれる。

属性

計

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

11経営体

農業を営む範
囲

稲佐地区（稲佐）

　稲佐集落の農地利用は基本的に中心経営体が担うことにより対応する。
将来的には集落営農組織の立ち上げを目指し、引き続き話し合いを重ねていく。なお、集落営農組織の立ち上げ
時期は5年以内を目標とする。

農業者
（氏名・名称）

経営作目 経営面積

現状

4.37.48

今後の農地の引受けの意向

経営作目 面積



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）

稲佐地区内　27筆

鳥獣被害防止対策の取組方針
　鳥獣被害対策については補助事業等を活用しながら、積極的に侵入防止柵等の共同設置に取り組む。

36,738 0 0

貸付け
農地の所在

作業委託 売渡

貸付け等の区分（㎡）


